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仙台市

面積 0,0786.35km2

行政区域人口 1,062,285人

©仙台市観光課 出典：国土地理院

《 仙台市について 》
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汚水処理施設の整備状況

公共下水道
＊2 

1,048,433人

農業集落排水
＊2 

0,005,062人

地域下水道
＊1 

0,000,183人

下水道事業

汲取・単独
＊1 

0,002,631人

汲取または単独

公設浄化槽
＊1 

0,004,771人

民設浄化槽
＊1 

0,001,205人

合併処理浄化槽

＊１）処理区域人口÷行政区域人口（R04.03末）

＊２）区域内未接続人口を含む。

仙台市浄化槽処理促進区域図

汚水処理人口普及率＊1 99.8%

※無着色が浄化槽処理促進区域

《 仙台市について 》
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仙台市浄化槽事業の概要

事 業 方 法 直営

事 業 区 域 浄化槽処理促進区域

整 備 対 象

浄化槽本体（100人槽以下
＊
）

前後1m以内の配管，ます

付帯電気設備一式

分 担 金
10人槽まで一律12万円

標準工事費の約1割相当

使 用 料

使用水量によらず定額

5人槽：1,600円

7人槽：2,600円

（1ヶ月あたり，税抜）

交 付 金
公共浄化槽等整備推進事業

（交付率1/3）

＊延床面積の1/2以上が住宅である建物または地域の集会所に限る

《 仙台市浄化槽事業の概要と実施状況 》
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汚水処理適正化構想と浄化槽事業

未整備地区を対象とし，集落単位で集合処理と個別処理の費用（イニシャル＋ランニング）を比較

経済的に有利となる手法を選択，汚水処理施設整備の早期概成を目指す

平成9年度策定 平成15年度改定

主な改定内容は集合処理区域の見直し・縮小（＝個別処理区域の拡大）

平成21年度 汚水処理施設整備の概成

平成16年度から事業を開始，構想に基づき事業計画を策定したものの…

整備実績との乖離から平成17年度に事業区域内の実態調査を実施

整備目標数 3,600戸→2,246戸 に減

以降も整備基数が伸びず，事業計画との乖離が続く

平成19年度に各戸アンケート調査を実施，平成20年度以降の事業計画に反映

1年あたりの事業計画基数 100～250基→75基 に減

汚水処理適正化構想

浄化槽事業のすべり出し

準備不足…

《 仙台市浄化槽事業の概要と実施状況 》
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《 仙台市浄化槽事業の概要と実施状況 》
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仙台市浄化槽事業の実施状況（２）

新設基数内訳の推移

《 仙台市浄化槽事業の概要と実施状況 》
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仙台市浄化槽事業の実施状況（３）

維持管理基数の推移

※年度末時点において使用開始済みの基数

《 仙台市浄化槽事業の概要と実施状況 》
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公設浄化槽の設置・維持管理

申請から工事完成・使用開始まで

《 事業の流れ 》
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設置後の水質検査（7条検査）、保守点検（月１回）、清掃（年１回）、定期検査（11条検査）、

故障・修繕対応（適時）

維持管理内容

維持管理 開始



浄化槽と自然災害【地震】

※被災直後の被害状況調査結果による

区 分 基 数 備 考

使用可能 1,125 うち軽微な破損は141基

使用不能 26 総設置基数の約2%

不明 2 津波による建物消失

平成16年度設置 平成20年度設置 平成21年度設置

東日本大震災（平成23年3月11日発生）

《 災害に強い浄化槽 》
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浄化槽と自然災害【大雨】

浄化槽周りの沈下， ブロワの浸水， 土砂等の槽内流入，周囲の洗堀 等 合計10件前後

・主に個人の宅地内に設置されるものであり，再度災害防止が困難

同規模の災害で被災する基数は，維持管理基数に比例して増加

・1基あたりの復旧費用が40万円以上であれば補助対象（廃棄物処理施設災害復旧事業費補助金）

本体修繕が必要な状況でなければほとんど補助対象外

平成25年度設置 平成30年度設置

令和元年東日本台風（10月12～13日）

循環交メニュー化

《 災害に強い浄化槽 》
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浄化槽に関する取組み【水質保全】

抜き打ち水質検査

高度処理型（窒素・リン除去型）浄化槽の設置

提供：フジクリーン工業株式会社 ※不適切な使用例

《 水環境の保全に向けて 》
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最近の課題【使用実態】

建物用途の変更

居住人員の減少

近年増えている懸案事項

《 事業運営の課題 》
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最近の課題【改築更新】

地震等の災害により損傷を受けた浄化槽は，安全性，水質保全の観点から修繕または更新

★損傷していない浄化槽の計画的な更新はできる（必要）か？

◆更新場所 ◆排水設備の切り回し ◆建物の予定（建て替え等）

長寿命化であれば…

◎検討内容が更新よりも単純

◎対策のほとんどが小規模な施工内容

◎費用が補助対象

循環型社会形成推進交付金

市町村設置型は交付率1/3

建物のライフサイクルに

あわせた改築更新が望ましい

計画的な更新と長寿命化

設置場所ごとに検討するのは非常に手間がかかる…

《 事業運営の課題 》
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仙台市浄化槽事業の今後

現行の循環型社会形成推進地域計画は令和4年度まで

事業区域内の住民の意向と実績を考慮し，次期地域計画を策定

未水洗家屋の解消及び公共用水域の水質保全を引き続き推進

建設から維持管理のステージへ

維持管理基数は増加し続ける 費用・業務量も増加

水質保全には維持管理情報を含む精度の高い台帳が有用

職員の増加は困難 さらなる業務の効率化が求められる

◆浄化槽長寿命化計画の策定

◆工事や維持管理業務委託に関する発注方法・内容の見直し

◆台帳整備（民設・維持管理情報）手法の確立

◆使用実態を踏まえた制度の見直し・検討

事業の推進

業務・手法の整理，見直し及び検討

公設浄化槽設置協議

高度処理型追跡調査

《 浄化槽事業の今後 》
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参考 仙台市汚水処理適正化構想（H16.03）抜粋
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参考 仙台市汚水処理適正化構想（H16.03）抜粋
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参考 仙台市汚水処理適正化構想（H16.03）抜粋
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